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女
性
も
男
性
も
お
互
い
の
人
権
を
尊

重
し
、
喜
び
も
責
任
も
共
に
わ
か
ち
合

い
、〝
男
だ
か
ら
〞〝
女
だ
か
ら
〞
と
い

う
性
別
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
心
豊
か
な
社
会
の

こ
と
で
す
。 

　
私
た
ち
が
本
当
に
心
豊
か
な
社
会
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
男
性
は

仕
事
中
心
、
女
性
は
家
事
、
育
児
、
そ

し
て
介
護
」
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
な
、

い
わ
ゆ
る
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
を
改

め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

    

　
誰
も
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
個

性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
を
一
歩
一
歩
実
現
す
る

た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。 

    

　
県
の
男
女
共
同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
５
人
が
中
心
と
な
り
、
当
時
の
女

性
市
議
会
議
員
さ
ん
の
協
力
を
得
て
市

に
働
き
か
け
、
生
涯
学
習
企
画
課
で
募

集
を
し
た
と
こ
ろ
、
男
女
共
同
参
画
を

市
民
の
手
で
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
意

欲
あ
ふ
れ
る
23
名
に
よ
り
、
平
成
14
年

６
月
に
「
岡
谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進

市
民
会
議
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。 

 

主
な
活
動 

①
男
女
共
同
参
画
推
進
の
た
め
の
市
広

報
掲
載
等
啓
発
活
動 

②
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
関
す

る
学
習
や
研
修
会 

③
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画

推
進
活
動 

④
市
の
主
催
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
へ
の

参
画
と
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

た
め
の
調
査
・
研
究 

⑤
市
と
の
協
働
に
よ
る
男
女
共
同
参
画

計
画
の
推
進 

　
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
、
名
称
も
「
岡

谷
市
男
女
共
同
参
画
推
進
市
民
の
会
」

と
変
更
し
、
新
会
員
の
募
集
受
付
も
随

時
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
（
申
込
み
・
生
涯
学
習
企
画
課
へ
） 

　近年の少子・高齢社会の進行や社会経済情勢などの急速な変化
によって私たちを取り巻く社会は、大きく変化してきています。 
　こうした状況や変化に対応し、活力ある心豊かな岡谷市を築い
ていくために、市民のみなさんや事業所のみなさん、教育関係者
のみなさんと市が協働し、女性も、男性も一人ひとりが、その個
性や能力を十分に発揮できる男女共同参画社会の実現をめざして
いこうと、昨年４月１日に岡谷市男女共同参画条例が制定されま
した。 

心
豊
か
な

心
豊
か
な 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の 

　
　
　
実
現
を
め
ざ
し
て

　
　
　
実
現
を
め
ざ
し
て 

心
豊
か
な

心
豊
か
な 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の

男
女
共
同
参
画
社
会
の 

　
　
　
実
現
を
め
ざ
し
て

　
　
　
実
現
を
め
ざ
し
て 

心
豊
か
な 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の 

　
　
　
実
現
を
め
ざ
し
て 

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は 

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は 

男
女
共
同
参
画
推
進

男
女
共
同
参
画
推
進 

　
市
民
の
会
っ
て
ど
ん
な
会
？

　
市
民
の
会
っ
て
ど
ん
な
会
？ 

男
女
共
同
参
画
推
進 

　
市
民
の
会
っ
て
ど
ん
な
会
？ 

男
女
共
同
参
画
推
進

男
女
共
同
参
画
推
進 

　
市
民
の
会
発
足
の
経
過

　
市
民
の
会
発
足
の
経
過 

男
女
共
同
参
画
推
進 

　
市
民
の
会
発
足
の
経
過 

No.1
パートナーシップ 
おかや 

あいとぴあ男女共同参画かるた 
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「
区
政
に
参
画
し
て
み
て
」 

◇
女
性
区
会
議
員
第
１
号
と
し
て
選
出

さ
れ
た
の
で
「
女
性
だ
か
ら
と
甘
え

て
は
い
け
な
い
」
と
思
い
、
山
仕
事

や
御
柱
の
山
出
し
か
ら
参
加
し
貴
重

な
体
験
を
し
ま
し
た
。 

◇
男
女
と
も
意
識
改
革
が
必
要
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。 

◇
家
族
の
理
解
が
必
要
で
す
。 

◇
区
政
に
対
し
て
な
か
な
か
発
言
、
意

見
が
言
え
ま
せ
ん
。 

◇
女
性
が
も
っ
と
多
く
な
れ
ば
変
わ
る

か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
ま
す
。 

 

「
女
性
区
会
議
員
を 

増
や
す
に
は
」 

◇
女
性
み
ん
な
で
出
し
た
い
人
を
推
薦

す
る
方
法
も
良
い
の
で
は
。 

◇
女
性
が
勇
気
を
出
し
て
一
歩
踏
み
出

し
ま
し
ょ
う
。 

◇
女
性
区
会
議
員
の
Ｏ
Ｂ
が
次
の
人
を

探
し
て
推
薦
し
て
い
ま
す
。 

◇
区
政
の
勉
強
会
な
ど
を
し
て
種
を
蒔

く
こ
と
。 

 

区
長（
副
区
長
）さ
ん
か
ら
も
次
の 

よ
う
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

◇
区
に
よ
っ
て
実
情
が
ち
が
う
が
、
決

し
て
女
性
を
拒
否
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
の
で
積
極
的
に
出
て
い
た
だ
き

た
い
。 

◇
活
発
な
ご
意
見
を
聞
い
て
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
あ
て
職
の
人
も
区
会
議

員
は
「
議
決
権
」
が
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

◇
区
民
一
人
ひ
と
り
が
区
を
良
く
す
る

気
持
ち
で
い
て
ほ
し
い
。 

◇
女
性
の
立
場
か
ら
の
き
め
細
か
い
視

点
で
の
発
言
が
あ
っ
て
良
い
と
思
い

ま
す
。 

◇
あ
て
職
だ
と
単
な
る
役
目
と
感
じ
て

い
る
人
が
多
く
弊
害
を
感
じ
て
い
ま

す
。
女
性
が
意
思
を
結
束
し
立
候
補

し
て
ほ
し
い
。 
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平
成
16
年
12
月
２
日
に
、「
地
域
（
区
）

の
行
政
に
参
加
し
て
み
て
」
と
題
し
て
、

市
内
各
地
区
の
27
名
の
女
性
区
会
議
員

さ
ん
と
、８
名
の
区
長（
副
区
長
）さ
ん

が
参
加
さ
れ
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
岡
谷
市
21
地
区
の
女
性
区
会
議
員
の

割
合
は
平
成
13
年
度
の
6.2
％
か
ら
、
平

成
16
年
度
は
9.9
％
と
少
し
づ
つ
増
え
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
女
性
区
会
議
員
が
一

人
も
い
な
い
区
が
４
区
あ
り
ま
す
。
女

性
区
会
議
員
の
多
い
地
区
は
小
井
川
５

名
、
下
浜
５
名
、
今
井
、
上
浜
、
新
屋

敷
、
新
倉
、
橋
原
は
各
３
名
で
す
。（
表

参
照
） 

　
女
性
区
会
議
員
さ
ん
か
ら
は
次
の
よ

う
な
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

最
近
の
活
動
は
？

最
近
の
活
動
は
？ 

最
近
の
活
動
は
？ 

　表 
　平成16年度　市内21区の 
　女性区会議員の状況 

今　井 
間　下 
岡　谷 
下　浜 
小尾口 
上　浜 
新屋敷 
小　口 
小井川 
西　堀 
小　坂 
花　岡 
三　沢 
新　倉 
駒　沢 
鮎　沢 
橋　原 
東　堀 
中　屋 
中　村 
横　川 
合　計 

24 
22 
20 
20 
12 
18 
18 
25 
29 
16 
20 
16 
18 
27 
12 
10 
30 
30 
19 
21 
26 
433

3 
2 
0 
5 
2 
3 
3 
4 
5 
1 
2 
0 
1 
3 
1 
0 
3 
0 
2 
2 
1 
43

12.5 
9.1 
0.0 
25.0 
16.7 
16.7 
16.7 
16.0 
17.2 
6.3 
10.0 
0.0 
5.6 
11.1 
16.7 
0.0 
10.0 
0.0 
10.5 
9.5 
3.8 
9.9

区　名 
区　会 
議員数 

内女性 
議員数 

女性 
比率 

男女共同参画講座 
「生き方　働き方の新しい風」を開催しました！ 
男女共同参画講座 
「生き方　働き方の新しい風」を開催しました！ 
　昨年12月14日　イルフプラザカルチャーセンターにて、「生き方　働き
方の新しい風」と題して、Actfam人材開発研究所長　田中直子先生の講
演会を開催しました。 
先生の提言として… 
・ハッピーミディアム（中くらい）に行（生）きましょう。元気になりますよ！ 
・アンペイドワーク（家事・育児・介護など収入がない仕事）も立派な仕事です。 
・家事は家族の誰もが出来るような仕組みをつくると分担が軽くなります。 
・自分の楽しみを後回しにしないようにしましょう。 
・自分の「できる」「したい」「ねばならない」の三つを、どう折合いつけていくかが大切です。 
・今、自分の価値観や考えていることを言葉にしてみると、いろいろなことが見えてきます。 

◆
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の 

　
　
　
　　
　
お
問
い
合
わ
せ
は
… 

　
生
涯
学
習
企
画
課 

　
　
1
23
ー
４
８
１
１
（
内
線
１
４
５
９
） 
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行
政
評
価
と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

効
果
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
評
価
を
行

い
、
そ
の
評
価
結
果
に
基
づ
い
た
改
善

を
次
の
企
画
立
案
、
実
施
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
効
果
的
・
効
率
的
な

市
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。 

　
民
間
企
業
の
経
営
管
理
手
法
で
あ
る

P
lan-D

o-C
heck-A

ction

（
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
実
践

し
、
市
民
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し
ま

す
。 

    

　
岡
谷
市
で
は
、
次
に
掲
げ
る
３
つ
の

目
的
に
重
点
を
置
い
て
、
行
政
評
価
シ

ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。 

①
職
員
の
意
識
改
革
・
政
策
形
成
能
力

の
向
上 

②
事
務
事
業
執
行
の
改
革
改
善 

③
重
要
性
の
低
い
事
業
の
休
廃
止
・
事

業
の
優
先
順
位
付
け 

（
事
業
の
休
廃
止
や
優
先
順
位
付
け
に

は
、
い
く
つ
か
の
事
務
事
業
を
括
っ

た
施
策
評
価
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

施
策
評
価
は
、
平
成
18
年
度
実
施
を

目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
） 

     

１   

事
務
事
業
評
価
の
本
格
実
施 

　
今
年
度
は
、
第
３
次
岡
谷
市
総
合

計
画
の
目
的
体
系
に
沿
っ
て
整
理
し

た
全
事
務
事
業
に
対
す
る
「
事
務
事

業
評
価
」
を
本
格
実
施
し
ま
し
た
。 

　
評
価
は
、
事
務
事
業
の
性
格
に
応

じ
て
「
一
般
事
業
」、「
建
設
事
業
等
」

お
よ
び
「
内
部
管
理
事
務
等
」
の
３

種
類
の
評
価
表
を
用
い
て
実
施
し
ま

し
た
。 

 

２   

評
価
対
象
事
務
事
業
に
つ
い
て 

　
平
成
15
年
度
に
実
施
し
た
、
787
事

務
事
業
に
つ
い
て
評
価
し
ま
し
た
。 

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム 
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム 
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム 
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を 

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
市
政
運
営
を
目
指
し
て
、「
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
本
格
導
入
し
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
平
成
15
年
度
に
実
施
し
た
全
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、「
事
務
事
業
評
価
」
を
行
い
ま
し
た
。 

本
格
導
入
し
ま
し
た
！

本
格
導
入
し
ま
し
た
！ 

本
格
導
入
し
ま
し
た
！ 

行
政
評
価
と
は
？

行
政
評
価
と
は
？ 

行
政
評
価
と
は
？ 

平
成
平
成
16
年
度
に

年
度
に 

　お
け
る
実
施
内
容

お
け
る
実
施
内
容 

平
成
16
年
度
に 

　お
け
る
実
施
内
容 

導
入
目
的

導
入
目
的 

導
入
目
的 

第３次岡谷市総合計画目的体系 

評価対象事務事業 政
　
策 

施
　
策 

事
務
事
業 

章 

節 

大項目 

中項目 

小項目 

評価対象事務事業 

評　価　表 

一般事業 建設事業等 内部管理 
　　事務等 

 

く
く 
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１   

事
務
事
業
の
改
善 

　「
事
務
事
業
評
価
」
は
、
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
目
的
の
一
つ
で

あ
る
、「
事
務
事
業
執
行
の
改
革
改

善
」
を
主
な
狙
い
と
し
て
実
施
し
ま

し
た
。
事
務
事
業
の
評
価
を
行
い
、

問
題
点
を
把
握
し
改
善
に
繋
げ
ま
し

た
。
改
善
例
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。 

 

２   

職
員
の
意
識
改
革 

　
今
年
度
の
事
務
事
業
評
価
の
本
格

実
施
は
、
職
員
の
顧
客
志
向
※
４

に
よ

る
意
識
改
革
の
き
っ
か
け
と
な
り
、

一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。
職
員
の
顧
客
志
向
は
、
一
朝

一
夕
に
身
に
付
き
、
定
着
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
、
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
を
継
続
的
に
運
用
す

る
と
共
に
、
職
員
研
修
の
充
実
を
図

る
な
ど
し
て
、
職
員
の
意
識
改
革
を

よ
り
一
層
進
め
て
い
き
ま
す
。 

導
入
に
よ
る

導
入
に
よ
る 

　
　
　

　
　
　
成
果
は
？

成
果
は
？ 

導
入
に
よ
る 

　
　
　
成
果
は
？ 

今
後
の

今
後
の 

　
行
政
評
価
は
？

行
政
評
価
は
？ 

今
後
の 

　
行
政
評
価
は
？ 

評
価
の
結
果
は
？

評
価
の
結
果
は
？ 

評
価
の
結
果
は
？ 

◆行政評価に関するお問い合わせは… 

行政改革推進室 
1２３－４８１１（内線１５７４） 

～行政評価システムについての詳しい内
容は、市のホームページの「岡谷市行政
評価システム」をご覧ください～ 

章※１ 事務事業の問題点、改善の内容 事務事業名 

中核的機能を
担う拠点都市
をめざして 

ホームページ
管理事業 

＜問題点＞ 
・多くの家庭にパソコンが普及し、より多くの住民に行政
情報を提供することが課題である。新鮮味のあるページ
づくりと共に、高齢者や障害者にも配慮したバリアフリ
ー化※2が必要である。 
＜改善の内容＞ 
・高齢者や障害者の利便性を高めるため、ホームページの
バリアフリー化を図る。 

快適で安全な
定住都市をめ
ざして 

豊かな心とか
おり高い文化
を育む生涯学
習都市をめざ
して 

塵芥収集指導、
啓発事業 

＜問題点＞ 
・分別の方法が細かくなり、電話等による問い合わせが多
い。また、ごみの分け方出し方のチラシにすべてを掲載
しきれなくなってきている。 
＜改善の内容＞ 
・ごみ収集カレンダーと出し方分け方のチラシを別に作成
する。分別ガイドブックを作成する。 
・アパートの入居者のルール徹底のため、不動産業者を通
じ、ごみの分け方出し方のチラシを契約の際入居者に配
布してもらう。 

犬の登録・狂
犬病予防注射
実施事業 

＜問題点＞ 
・予防注射済頭数については、逓減傾向にあり、注射を受
けない飼い主に対する指導を図る必要がある。 
＜改善の内容＞ 
・従来、平日のみ実施してきた巡回を、予防注射を受ける
機会を増やすため、土日も含めて実施することが可能か
検討する。 

市民水泳プー
ル維持管理事
業 

＜問題点＞ 
・平成16年度からプール監視業務の委託を実施していくが、
委託業者との業務の引継ぎを確実に行い、今後のコスト
の縮減等に結び付けていく必要がある。 
＜改善の内容＞ 
・プール監視業務等の業務委託を行う。16年度は委託に
向けた過渡期のため、コスト圧縮はまだ達成されないが、
17年度からは確実にコスト縮減につながるものと予想
される。サッシ改修により、水温、室温の安定的管理が
可能となり、省エネにつながるものと予想される。 

市民と行政の
連携による計
画の推進 

広報発行事業 

＜問題点＞ 
・いかに読んでもらうかを重点に、カラー化、ビジュアル
化※3、編集技術の向上などにより、読みやすい紙面づく
りが求められている。 
＜改善の内容＞ 
・表紙と裏表紙を毎号カラー化するとともに、写真やイラ
スト、図形などを取り入れ、市民が読んでみたくなるよ
うな紙面づくりにより、情報提供がより一層図られる。 

※1 「章」…第3次岡谷市総合計画に掲げた「章」。 
※2 「バリアフリー化」…バリア（障壁、障害）を取り除くようにすること。 
※3 「ビジュアル化」…視覚に訴えるようにすること。 

    

　
評
価
の
結
果
（
評
価
表
）
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

    

　
全
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、「
事

務
事
業
評
価
」
を
継
続
し
て
実
施
し
ま

す
。 

　
今
後
、「
施
策
評
価
」（
い
く
つ
か
の

事
務
事
業
を
括
っ
た
「
施
策
」
の
評
価
）、

「
外
部
評
価
」（
市
民
の
方
、
あ
る
い
は

専
門
性
を
有
す
る
第
三
者
に
よ
る
評
価
）

の
準
備
を
進
め
、
平
成
18
年
度
の
実
施

を
目
指
し
ま
す
。 

※
４
「
顧
客
志
向
」
…
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
市
民
の
み
な
さ
ん
を
顧
客
と
し
て
捉
え
、

市
民
本
位
の
効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
経
営

に
よ
っ
て
、
市
政
の
主
役
で
あ
る
市
民
の
み

な
さ
ん
の
満
足
度
向
上
を
目
指
す
と
い
っ
た

考
え
方
。 

＜改善例＞ 

つ
な じんかい 


